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平成２７年８月 全国百貨店売上高概況 

平成２７年９月１８日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４，３６２億円余 

２．前年同月比     ２.７％（店舗数調整後／５か月連続プラス） 

３．調査対象百貨店   ８２社 ２３８店 （平成２７年７月対比±０店） 

４．総店舗面積     ６,０３９,３９９㎡ （前年同月比：－１.７％） 

５．総従業員数     ７７,４５７人 （前年同月比：－２.２％） 

６．３か月移動平均値   1-3 月 －８.６％、2-4 月 －４.７％、3-5 月 －３.１％、 

（店舗数調整後）  4-6 月 ６.４％、5-7 月 ３.３％、6-8 月 ２.２％          

 

  ［参考］平成 26 年 8 月の売上高増減率は－０.３％（店舗数調整後） 

 

【８月売上の特徴】 

上旬は気温が高く各地で猛暑日が続き、中旬以降は前線や台風の影響により気温が低下す

るなど季節変化のはっきりとした天候条件となった。このため前半は盛夏物、後半は秋冬物

がリード役となり、総額では前年同月比２.７％増と５か月連続のプラス。地区別では、雨天

日が多かったことから北日本、及び西日本の一部で伸び悩んだものの、全１８地区のうち１

２地区で前年を上回る健闘を見せた。 

商品別では、①衣料品が気温の高低に対応してほぼ前年並みを確保したこと、②身のまわ

り品（+５.５％）、雑貨（+１５.６％）が５か月連続のプラスを記録したこと、③厳しい与件の下、食

料品（－１.１％）､家庭用品（－１.６％）が小幅減に留まったことが特筆される。 

細分類では紳士服（+０.７％）､子供服（+３.１％）､その他衣料品（+０.７％）､惣菜（+０.２％）が前年を

確保したほか、化粧品（＋２１.２％）、美術･宝飾･貴金属（＋２２.８％）が２桁増を記録し、株価の下

落や経済の不透明要因による影響を感じさせない結果となった。 

     訪日外国人の動向は、夏季休暇を日本で過ごす家族層が多く来店し、購買客数が２９３％

増、売上高も２５９.６％増となり、統計開始以来単月で過去３番目の実績（約１７２億円）を記

録した。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「８月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇上旬は太平洋高気圧が本州付近に張り出し、北日本から西日本にかけて晴れて気温が高くなった日が多く、各地

で猛暑日を記録した。下旬はオホーツク海から高気圧が張り出し、北東から冷たい空気が流れ込んだ北・東日本

と、台風１５号や前線の影響で天気の崩れた西日本で気温がかなり低かった。 

(2) 営業日数増減    ３０．６日（前年同月比±０.０日） 

   (3) 土･日･祝日の合計    １０日（    〃      ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１３５店舗） 

     ①増加した：３３店、②変化なし：４２店、③減少した：６０店 

  (5) ８月歳時記（夏休み、お盆）の売上（同上／有効回答数１１３店舗） 

     ①増加した：１７店、②変化なし：７４店、③減少した：２２店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 436 ,252 ,335 100 .0 2 .7 (  2 .1 )

10都市 294 ,446 ,743 67 .5 4 .6 (  4 .4 )

札幌 11,509,989 2.6 1.4

仙台 5,757,567 1.3 -1.6

東京 111,934,926 25.7 6.1

横浜 25,967,176 6.0 2.2

名古屋 27,136,184 6.2 3.7

京都 18,349,810 4.2 5.9 (  2.5)

大阪 56,986,642 13.1 5.3

神戸 11,945,618 2.7 4.7

広島 9,728,543 2.2 2.3

福岡 15,130,288 3.5 2.5

10都市以外の地区 141 ,805 ,592 32 .5 -1 .1 (  -2 .3 )

北海道 2,269,119 0.5 -3.9

東北 7,261,156 1.7 -4.7

関東 63,256,998 14.5 -2.0

中部 10,855,335 2.5 -0.2

近畿 20,041,439 4.6 -1.4

中国 10,186,712 2.3 1.6

四国 6,839,664 1.6 0.4

九州 21,095,169 4.8 1.5 (  -6.8)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 436 ,252 ,335 100 .0 2 .7 (  2 .1 )

紳士服・洋品 22,336,145 5.1 0.7 (  0.2)

婦人服・洋品 81,406,299 18.7 -0.7 (  -1.3)

子供服・洋品 9,277,587 2.1 3.1 (  2.9)

その他衣料品 11,064,002 2.5 0.7 (  0.1)

衣　　料　　品 124 ,084 ,033 28 .4 0 .0 (  -0 .6 )

身のまわり品 58 ,038 ,233 13 .3 5 .5 (  4 .9 )

化粧品 32,788,527 7.5 21.2 (  20.9)

美術・宝飾・貴金属 26,693,584 6.1 22.8 (  22.5)

その他雑貨 18,786,289 4.3 -0.6 (  -1.7)

雑　　　　　　貨 78 ,268 ,400 17 .9 15 .6 (  15 .1 )

家　　具 5,497,905 1.3 -1.5 (  -1.9)

家　　電 1,147,469 0.3 -3.5 (  -4.0)

その他家庭用品 14,447,831 3.3 -1.5 (  -1.9)

家　庭　　用　品 21 ,093 ,205 4 .8 -1 .6 (  -2 .0 )

生　鮮　食　品 25,606,181 5.9 -2.9 (  -3.8)

　菓　　子　 36,491,991 8.4 -0.9 (  -1.4)

　惣　　菜　 28,660,078 6.6 0.2 (  -0.3)

その他食料品 33,576,408 7.7 -0.8 (  -1.6)

食　　　料　　　品 124 ,334 ,658 28 .5 -1 .1 (  -1 .7 )

食　堂　　喫　茶 16 ,413 ,591 3 .8 -0 .4 (  -0 .7 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,097 ,519 1 .2 -8 .3 (  -8 .6 )

そ　　の　　他 8 ,922 ,696 2 .0 0 .6 (  -0 .2 )

商　　　品　　　券 10 ,303 ,722 2 .4 -5 .3 (  -5 .4 )

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2015年08月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向         ４.６％（店舗数調整後／５か月連続プラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   －１.１％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 ４.６ ３.１ ５か月連続プラス 

札 幌 １.４ ０.０ ２か月連続プラス                                                                          

仙 台 －１.６ ０.０ ５か月ぶりマイナス 

東 京 ６.１ １.５ ５か月連続プラス 

横 浜 ２.２ ０.１ ２か月連続プラス 

名古屋 ３.７ ０.２ ２か月連続プラス 

京 都 ５.９ ０.２ ３か月ぶりプラス 

大 阪 ５.３ ０.７ ５か月連続プラス 

神 戸 ４.７ ０.１ ２か月連続プラス 

広 島 ２.３ ０.１ ２か月連続プラス 

福 岡 ２.５ ０.１ ２か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －１.１ －０.４ ３か月連続マイナス 

北海道 －３.９ ０.０ ４か月連続マイナス＊ 

東 北 －４.７ －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

関 東 －２.０ －０.３ ３か月連続マイナス 

中 部 －０.２ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

近 畿 －１.４ －０.１ ３か月連続マイナス 

中 国 １.６ ０.０ ２か月連続プラス＊ 

四 国 ０.４ ０.０ ３か月ぶりプラス 

九 州 １.５ ０.１ ２か月連続プラス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

  主要５品目では、身のまわり品、雑貨が５か月連続のプラスとなった。また、家庭用品が 

２か月連続、食料品が３か月連続、衣料品（－０.０％）が２か月ぶりのマイナスとなった。 

その他の品目は、化粧品、美術・宝飾・貴金属、惣菜が５か月連続、紳士服・洋品、子供 

服・洋品、その他衣料品が２か月連続のプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 ２.７ ― ５か月連続プラス 

紳士服・洋品 ０.７ ０.０ ２か月連続プラス 

婦人服・洋品 －０.７ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

子供服・洋品 ３.１ ０.１ ２か月連続プラス 

その他衣料品 ０.７ ０.０ ２か月連続プラス 

衣料品 －０.０ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

身のまわり品 ５.５ ０.７ ５か月連続プラス 

化粧品 ２１.２ １.４ ５か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ２２.８ １.２ ５か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －０.６ ０.０ ５か月ぶりマイナス＊ 

雑貨 １５.６ ２.５ ５か月連続プラス 

家具 －１.５ ０.０ ２か月連続マイナス 

家電 －３.５ ０.０ ３か月連続マイナス 

その他家庭用品 －１.５ －０.１ ５か月ぶりマイナス 

家庭用品 －１.６ －０.１ ２か月連続マイナス 

生鮮食品 －２.９ －０.２ １７か月連続マイナス＊ 

菓子 －０.９ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

惣菜 ０.２ ０.０ ５か月連続プラス＊ 

その他食料品 －０.８ －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

食料品 －１.１ －０.３ ３か月連続マイナス 

食堂喫茶 －０.４ ０.０ ３か月連続マイナス 

サービス －８.３ －０.１ ２か月連続マイナス 

その他 ０.６ ０.０ ２か月ぶりプラス 

商品券 －５.３ －０.１ ５４か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  森 ・ 関 ま で 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

